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総額442億2,881万円を計上
昭和60年度予算(案)

　
昭
和
六
十
年
度
予
算
を
ほ
じ

め
諸
議
案
夕
提
案
す
る
に
際
し

て
、
私
の
所
信
を
申
し
述
べ
ご

理
解
と
ご
協
力
を
た
‘
氏
ぢ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
第
一
期
目
就
任
の
際
、

清
潔
に
し
て
活
力
あ
る
宇
治
市

の
建
設
を
め
ざ
し
、
「
市
民
の
創

一
般
会
計
は
2
6
5
億
9
千
万
円

　
　
　
　
市
民
体
育
館
建
設
準
備
経
費
な
ど

　
市
議
会
三
月
定
例
会
は
、
二
一
開
会
さ
れ
二
十
八
日
ま
で
の
会
期
で
昭
和
六
十
年
度
当
初
予
算
案
な
ど

が
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
池
本
市
長
は
、
本
定
例
会
の
冒
頭
で
新
年
度
の
市
政
の
運
営
と
施
策
に
つ
い
て

の
基
本
方
針
を
表
明
。
そ
の
中
で
、
当
面
の
重
点
課
題
に
六
十
三
年
京
都
国
体
の
成
功
を
上
げ
「
活
力
あ

る
宇
治
市
」
の
建
設
を
め
ざ
す
と
の
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
六
十
年
度
当
初
予
算
案
で
は
、
一
般

会
計
が
二
百
六
十
五
億
九
千
四
百
五
十
七
万
一
千
円
、
特
別
会
計
が
百
七
十
六
億
三
千
四
百
二
十
三
万
九

千
円
の
総
額
四
百
四
十
二
億
二
千
八
百
八
十
一
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

造
と
参
加
に
よ
る
生
き
が
い
の

あ
る
市
政
の
推
進
」
、
『
活
力
あ

る
行
政
組
織
か
確
立
し
、
決
断

と
実
行
力
の
あ
る
行
政
の
推

浬
、
「
明
日
へ
の
計
画
的
な
ま

ち
づ
ぐ
り
を
淮
め
る
た
め
、
府

市
の
連
絡
を
密
に
し
、
積
極
的

に
相
互
協
力
奎
凶
る
」
と
い
う

三
つ
の
基
本
姿
勢
に
莱
つ
き
行

政
鷺
殯
進
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
第
二
期
目
で
あ
る
今
期
は
、

こ
の
三
つ
の
基
本
姿
塾
斜
堅
持

し
、
さ
ら
に
「
府
政
と
協
調
し

南
部
中
核
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

洋
、
「
二
十
一
世
紀
に
向
け
て宇治市長　池本正夫

▲活力あるまちづくりに地場産業の振興

　　(白川共同製茶工場)

の
地
域
襲
琴
ゐ
ざ
し
、
新
し

い
市
民
参
加
の
市
政
の
推
泄
。

　
「
行
財
政
の
艶
黎
蕪
ぐ
し
、

豊
か
で
住
み
良
い
委
冨
盤
の

推
濾
、
「
教
育
の
秩
序
を
正
し

健
全
な
青
少
年
の
育
成
を
図

る
」
、
「
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
、

総
合
的
福
祉
施
策
か
積
極
的
に

推
進
」
、
「
お
茶
と
観
光
の
宇
治

　
昭
和
六
十
年
度
当
初
予
算
の
う

ち
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
二

百
六
十
五
億
九
千
四
百
五
十
七
万

円
で
、
五
十
九
年
度
の
当
初
予
算

と
比
べ
て
三
・
七
Ｕ
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
前
年
度
比
で
実
質
マ

イ
ナ
ス
当
初
予
算
と
な
っ
た
の
は

三
十
四
年
以
来
二
土
八
年
ぶ
り
の

こ
と
で
す
。

　
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、
百

七
十
六
億
三
千
四
百
二
十
三
万
円

で
、
特
に
六
十
一
年
度
一
部
使
用

開
始
に
向
け
て
精
力
的
に
建
設
を

進
め
て
い
る
公
共
下
水
道
事
業
に

は
、
三
十
七
億
三
千
三
百
九
土
八

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
予
算
編
成
に
際
し
て
は
、
次
の

三
点
を
基
本
と
し
ま
し
た
。

　
①
国
の
予
算
が
緊
縮
予
算
で
あ

る
こ
と
を
十
分
考
慮
し
な
が
ら
、

　
「
清
潔
に
し
て
活
力
の
あ
る
宇
治

市
の
建
設
」
に
向
け
て
、
ま
た
、
池

本
市
政
二
期
目
の
公
約
実
現
の
た

め
将
来
に
向
け
て
の
出
発
の
年
と

し
て
、
市
民
体
育
館
並
び
に
仮
称

産
哭
願
建
設
準
備
経
費
と
市
営

築
き
上
げ
る
福
祉
」
に
発
展
転

換
金
図
る
た
め
「
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
町
つ
く
り
」
事
業
を

進
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
’
高

齢
者
対
策
な
ど
孝
の
細
か
な
福

祉
行
政
を
進
め
て
参
り
未
丁
。

　
第
三
は
、
明
日
に
向
か
ラ
教

育
の
充
実
と
ふ
る
さ
と
文
化
の

創
造
で
す
。

新
た
な
発
展
へ
出
発
の
年
に

　
　
6
3
年
京
都
国
体
成
功
へ
全
力

に
ふ
さ
わ
し
い
郷
土
産
業
の
振

興
発
展
を
図
る
」
、
「
市
民
の
総

意
鶯
招
集
し
、
六
十
三
年
京
都

国
体
の
成
功
を
図
る
」
と
い
う

七
つ
の
基
本
姿
勢
忿
堕
す
へ

市
民
の
英
知
と
総
力
夕
結
集
し

な
が
薪
た
な
時
代
へ
の
変
化

に
対
応
し
た
、
個
性
的
で
心
豊

か
な
活
力
あ
る
地
域
襲
斑
現

に
向
け
て
全
力
投
球
を
し
て
参

り
康
ｙ
。
ま
た
、
精
力
的
に
進
め

て
い
る
星
川
右
岸
の
公
共
下

水
道
は
、
六
十
一
年
度
に
一
部

供
用
開
始
が
で
き
る
よ
う
建
設

の
促
進
を
図
っ
て
参
り
求
ｙ
。

　
第
二
は
、
健
康
で
生
き
が
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
で

す
。

　
こ
れ
ま
で
の
「
与
兄
ら
元
た

福
祉
」
か
ら
市
民
の
力
で
「
共
に

　
市
民
が
豊
か
な
知
恵
と
力
と

人
間
性
か
培
い
、
個
性
的
で
主

体
的
な
行
動
力
か
養
え
る
ぶ
っ

学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ

ー
ふ
拠
点
に
伝
統
と
創
造
の
文

化
を
育
て
て
参
り
た
い
と
考
凡

て
い
未
丁
。

　
第
四
は
、
健
康
を
は
ぐ
ぐ
む

市民カレンダーと手びきを発行　
11日から配布
　　　　　　11廿がち配布ダ

市
の
行
事
予
定
や

予
防
接
種
日
な
ど
掲
載

住
宅
蓼
に
諮
え
、
仮
称
広
野
地
区

公
民
館
建
設
、
道
路
建
設
な
ど
の

経
費
か
積
極
的
に
計
上
す
る
②
住

民
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、

公
私
立
保
育
所
の
保
育
料
、
幼
稚

園
保
育
料
、
育
成
学
級
協
力
金
と

道
路
占
用
料
な
ど
の
値
上
げ
を
図

る
③
一
般
経
常
経
費
に
つ
い
て
は
、

ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
振
興
で
す
。

　
市
民
の
健
康
増
進
と
体
力
の

向
上
を
図
り
、
多
様
化
す
る
ス

ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
市
民
体
育
館
の
建
設
に
向
け

て
の
基
本
設
計
づ
く
り
に
着
手

し
ま
す
。
ま
た
、
豊
か
予
活
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

　
　
が
至
〈
十
三
年
京
都
国
体

　
　
の
成
功
を
め
ざ
し
、
体
制

　
　
づ
ぐ
り
と
施
設
整
備
を
図

　
　
っ
て
参
り
未
了
。

　
　
　
第
五
は
、
活
力
あ
る
地

　
　
域
経
済
の
振
興
で
す
。

　
都
市
の
経
済
力
を
高
め
、
地

域
経
済
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、

商
工
業
、
・
農
業
、
と
的
一
わ
け
地

場
産
業
の
積
極
的
な
振
興
を
図

っ
て
参
り
ま
す
。
こ
れ
ら
産
業

振
興
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
仮

称
産
萎
屈
建
設
に
向
け
て
、

実
施
設
計
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
参
り
求
ｙ
。

　
笙
ハ
は
、
同
和
対
策
夕
推
進

　
市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
昭
和
六
十

年
度
『
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
び

き
』
（
Ａ
４
版
四
十
ペ
ー
ジ
、
カ
ラ

ー
刷
り
）
を
発
行
。
四
月
か
ら
各

家
庭
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
ぷ
つ

配
布
す
る
こ
と
に
し
て
い
未
了
。

　
こ
の
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手

び
き
」
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
市

を
結
ぶ
か
け
橋
と
し
て
、
昨
年
三

月
に
五
十
九
年
度
版
を
発
行
。

各
月
に
市
の
行
事
な
ど
の
写
真
を

掲
載
、
行
事
予
定
や
税
の
納
期
な

芦
Ｅ
載
せ
て
い
ま
す
。
手
び
き
で

は
、
市
の
主
な
施
設
を
案
内
し
て

い
る
外
、
予
防
接
種
な
ど
の
保
健

予
防
日
程
表
や
各
種
相
談
案
内
な

藍
嘉
笹
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家

族
の
予
定
や
出
来
事
な
ど
を
記
入

日
に
十
八
人
で
構
成
す
る
予
算
特

別
委
員
会
を
設
置
。
委
員
長
に
田

中
清
議
員
、
副
委
員
長
に
庄
司
洋

議
員
か
選
出
し
ま
し
た
。

　
予
算
特
別
委
員
会
は
、
十
二
日

か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
間
に
八
回

開
会
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
規
模
を
厳
し
く
抑
制
し
、

三
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
と
い
う

超
緊
縮
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
シ
な
状
況
で
地
方
自

治
体
の
行
財
政
は
、
国
庫
支
出

金
の
負
担
率
の
引
き
下
げ
な
ど

か
っ
て
な
い
厳
し
い
行
財
政
運

営
を
迫
β
れ
て
い
ま
す
。

　
六
十
年
度
は
、
市
政
施
行
三

十
五
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で

あ
り
、
新
た
な
本
市
発
展
の
出

発
の
年
と
し
て
、
七
十
年
か
展

望
Ｕ
だ
第
二
次
総
合
計
回
m

定
し
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て

京
都
府
南
部
地
域
の
中
核
都
市

に
ふ
さ
わ
し
い
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
全
精
力
を
傾

注
し
て
参
り
ま
す
。

　
当
面
の
重
点
課
題
と
し
て
、

町
づ
く
り
の
一
大
契
機
と
な
る

六
十
三
年
京
都
国
体
の
成
功
を

め
ざ
し
取
り
組
み
か
随
一
化
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
息
居
の
運
営
に
お
い
て
は

こ
れ
ま
で
の
行
政
執
行
と
い
う

す
れ
ば
『
我
が
家
の
一
年
』
の
記

録
と
し
て
も
保
存
で
き
柔
ｙ
。

　
市
で
は
、
三
月
十
一
日
か
ら
各

町
内
（
自
治
）
会
長
さ
ん
の
ご
協

力
を
得
て
ご
家
庭
に
お
届
け
し

ま
す
。
な
お
、
町
内
（
自
治
）
会

に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
市

役
所
広
報
課
ま
で
お
越
し
い
た
だ

く
か
、
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
三
月
十
一
日
か
ら
四
月

末
日
ま
で
の
間
、
栄
治
市
文
化
セ

ン
タ
ー
各
館
（
折
居
台
一
丁
目
）

や
宇
治
公
民
館
（
宇
治
里
尻
七
一

－
九
）
、
木
幡
公
民
館
（
木
幡
内
畑

三
四
一
七
）
、
小
倉
公
民
館
（
小
倉

町
寺
内
九
一
）
に
カ
レ
ン
ダ
ー
を

置
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

Ｘ
Ｏ

レ

（
広
報
課
）

　
ま
た
、
本
心
］
議
は
、
今
後
十
五

日
と
二
十
八
日
の
日
程
で
開
か
れ

提
出
さ
れ
て
い
る
予
算
案
を
は
じ

め
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
な
ど

が
審
議
さ
れ
、
議
決
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
は
傍
聴
で
呈
予
の
で

廿
｝
ひ
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

視
点
・
枠
か
ら
経
営
と
い
う
視

点
で
と
ら
え
直
す
こ
と
が
強
く

要
請
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
つ
に
は
納
税
者
の
税
金
を
無

駄
な
く
効
率
よ
く
使
う
効
率

的
経
営
″
を
進
め
、
も
う
一
つ

に
は
民
間
活
力
を
都
市
づ
く
り

や
都
市
経
営
に
最
大
限
に
活
か

す
よ
う
努
め
る
こ
と
で
す
。

　
六
十
年
度
予
算
編
戌
の
基
本

は
、
限
ら
れ
た
財
源
蔵
脳
的

に
運
用
す
る
た
め
、
施
策
の
必

要
度
、
緊
急
度
奮
堪
択
し
財
源

の
重
点
配
分
に
努
め
る
一
方
で
、

経
常
経
費
に
つ
い
て
は
可
能
な

限
り
切
り
詰
め
ま
し
た
。
ま
た
、

組
織
機
構
と
職
員
定
数
管
理
、

事
務
事
業
の
見
直
し
、
電
算
化
、

Ｏ
Ａ
化
の
推
進
、
民
間
委
託
な

ど
舎
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
未
了
。

　
ま
た
、
受
益
者
負
担
の
適
正

化
を
図
り
、
公
平
な
費
用
負
担

の
確
保
に
努
め
て
参
り
未
了
。

425

予
算
特
別
委
員
会
で

集
中
審
議
を
開
始

七
つ
の
基
本
政
策

当
面
の
重
点
課
題

施政方針（要旨）
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６０年度

予算案

265億円の内訳を見ると

　　(一般会計予算案)
ｔの他

1億1,913万円(.1％)

　
こ
こ
で
、
一
般
会
計
と
各
特
別
会
計
を
合
わ

せ
て
総
額
四
百
四
十
二
億
二
千
八
百
八
十
一
万

円
と
な
り
ま
し
た
昭
和
六
十
年
度
宇
治
市
予
算

案
の
主
な
施
策
と
予
算
額
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
二
百
六

十
五
億
九
千
四
百
五
十
七
万
一
千
円
で
、
市
政

を
進
め
る
基
本
施
策
は
①
安
全
で
快
適
な
ま
ち

づ
く
り
②
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
③
明
日
に
向
か
う
教
育
の
充
実
と
ふ
る
さ
と

文
化
の
創
造
④
健
康
を
は
ぐ
く
む
ス
ポ
ー
ツ
ー

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
⑤
活
力
あ
る
地
域

経
済
の
振
興
⑥
同
和
対
策
を
推
進
し
、
基
本
的

出金

(?.≪%)

2,797万円

　887万円

6,342万円

｜,316万円

5,367万円

4,114万円

　　　　　　　　　　9,913万円

　　　　　　　　　　1,038万円

　　　　　　　　　　3,361万円

備事業　　　　　　｜億2,370万円

市土地開発公社代行買収用地購入

　　　　　　　　　I8ff3,765万円

取得事業（横島中学校校舎）

　　　　　　　　　　6,845万円

増築事業（債務負担行為）

　　　　　　　　　｜億3,500万円

｜億|，100万円

　・｜,650万円

2;億I,62I万円

　中央図書館用図書購入賢

○(仮)広野地区公民館建設事業

○西小倉地区,公民館建設調査費

　国体準備委員会交付金

○市民体育館建設基本設計委託料

○多目的広場築造事業

商　　工

○京都府南部総合地方卸売市場施設整備補助金

　宇治市中小企業低利融資制度預1モ金

　商店街等共同事業資金融資制度預託金

○(仮)産業会館建設実施設計委託料

農　　業

　水田利用再編対策事業補助金

　宇治茶振興対策事業補助金など

○関西茶品評会開催地経費

　巨涼池水質障害対策事業

56年度

57年度

58年度

59年度

60年度

一般会計当初予算５年のあゆみ

０

188億7,700万円(Al.2％)

つ225億8,282万円(20.2％)

∧261億8,288万円(15.4％)ヶ

　7276億mo万円(5.4％卜＞

　265億9,457万円(A3.7％)

　
　　　50　　　100　　　150

農業用排水対策事業

小規模農業基盤整備事業（五才田）

土地改良総合整備事業補助金

200

）は前年度に対する

伸び率。56年度は骨格予算。

250

(△印は減)

300億

I,目3万円

　650万円

　430万円

同和対策を推進し、基本的人権が

尊重される地域社会の形成

　善法地区内道路改良事業　　　　　　　　　　　　｜億3,928万円

　河原地区内道路改良事業　　　　　　　　　　　　　　4,585万円

○木幡河原市営住宅新築用地購入事業(債務負担行為)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜億5,000万円

○(仮)善法青少年センター管理運営経費　　　　　　　　|,204万円

○公園整備事業(善法・河原簡易児童遊園地整備)　　　4,360万円

新しい地域社会の創造と

清潔で効率的な市政の推進

　集会所建設事業

○第２次総合計画策定経費

　｢議会だより｣発行経費

　｢市政だより｣発行経費

　｢市民カレンダー｣発行経費

○市制施行35周年記念事業

　国勢調査経費

　市有林造林等整備事業

2,805万円

　453万円

　368万円

2,135万円

　450万円

　330万円

3,426万円

　506万円

　　|,300万円

３億4,841万円

　　　30万円

　650万円

｜,000万円

4,490万円

　804万円

4,000万円

1,000万円

　370万円

　900万円

　571万円

｜,359万円

　150万円

3,792万円

商店街等施設整備事業補助金

活力ある地域経済の振興

明日に向かう教育の充実と
ふるさと文化の創造

健康をはぐくむスポーツイレクリエーションの振興

一般会計

活力ある地域社会の実現へ

限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
に
運
用

池水質障害対策事1
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宇
治
市
国
民
健
康
保
険
事
業
で

は
、
前
年
度
に
比
べ
て
一
三
・
七

％
増
の
四
十
八
億
二
壬
（
百
三
十

二
万
円
夕
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
国
恩
簾
保
健
事
業
は
、
老
人

医
療
費
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
厳

し
い
運
営
全
穣
な
く
さ
れ
て
お

り
、
保
険
料
の
平
均
二
〇
％
の
引

き
上
げ
を
含
む
予
算
編
成
を
し
ま

し
た
。

　
歳
入
で
は
、
保
険
料
二
十
億
四

千
二
百
九
十
一
万
円
、
国
庫
支
出

が
適
当
と
さ
れ
る

場
合
に
設
置
さ
れ

る
も
の
で
す
。
公

共
下
水
道
や
、
国

保
、
水
道
な
ど
の

あ
ら
ま
し
は
、
次

の
通
り
で
す
。

　
特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
、

一
般
会
計
と
切
り
離
し
て
別
に
経
理
す
る
こ
と

金
二
十
二
億
一
ヱ
ハ
亘
二
十
五
万

円
、
一
般
会
計
繰
入
金
一
億
一
千

七
百
二
十
五
万
円
な
ど
公
計
上
。

　
歳
出
で
は
、
療
養
給
付
費
な
ど

で
二
十
五
億
二
千
二
百
三
十
三
万

円
、
高
額
療
養
費
二
億
七
千
四
百

九
十
五
万
円
、
助
産
費
四
千
三
百

二
十
九
万
円
、
葬
祭
費
一
千
四
百

二
十
万
円
、
参
人
保
健
拠
出
金
十

七
億
四
千
四
百
六
十
万
円
な
ど
を

計
Ｊ
-
1
し
て
か
ま
ｒ
。

　
収
入
で
は
、
水
道
料
金
十
八
億

三
千
三
百
十
一
万
円
、
諸
手
数
料

六
千
十
九
万
円
、
工
事
収
益
百
万

円
の
ほ
か
加
入
金
な
と
を
合
わ
せ

て
二
十
億
七
千
五
百
八
十
七
万
円

公
訂
上
。

　
支
出
で
は
、
原
水
・
浄
水
費
や

配
水
・
給
水
費
な
ど
に
二
十
億
四

千
八
百
五
十
二
万
円
、
宇
治
浄
水

場
深
井
戸
新
設
な
芦
第
四
次
新
設

拡
張
事
業
に
一
億
一
千
九
十
八
万

円
、
第
五
次
新
設
拡
張
事
業
に
五

億
一
千
二
百
五
十
万
円
、
配
水
管

改
良
事
業
な
ど
施
設
改
良
工
事
に

三
億
九
百
二
万
円
か
評
上
し
て
い

ま
ｙ
。

万
円
で
、
五
十
九
年
度
当
初
予
算

と
比
べ
四
八
・
四
％
増
と
な
っ
て

い
毒
了
。

　
歳
入
で
は
、
国
庫
補
助
金
十
億

六
千
九
百
十
五
万
円
、
下
水
道
事

業
債
十
八
億
五
千
二
百
十
七
万
円
、

預
金
利
子
五
百
六
十
万
円
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
八
億
七
百
四

万
円
か
計
上
し
て
い
求
了
。

　
歳
出
で
は
、
宇
治
川
右
岸
公
共

下
水
道
事
業
の
東
宇
治
１
号
汚
水

幹
線
饗
心
工
事
や
、
水
道
管
移
設

工
事
委
託
料
等
に
十
三
億
五
千
几

百
九
十
四
万
円
、
終
末
処
理
場
建

設
事
業
委
託
料
に
十
四
億
二
士
〈

百
七
十
万
円
か
計
上
。
木
津
川
流

域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
で
は
、

大
久
保
２
号
汚
水
幹
線
築
造
工
事

に
五
千
二
百
万
円
、
根
幹
施
設
（
管

渠
布
設
・
処
理
場
）
負
担
金
に
二

億
四
千
十
万
円
か
計
上
し
て
い
ま

す
。

上
水
道
は
第
５
次
拡
張
事
業
に
着
手

▲東宇治下水処理場の建設工事

道路・河川・公園

　道路などの新設・改良事業費　　　　　　　　　　　６億126万円

　道路などの維持修繕費　　　　　　　　　　　　　２億2,641万円

　道路台帳作成委託料（川西地域）　　　　　　　　｜億2,250万円

○市道街灯調査事業（川西地域）　　　　　　　　　　　950万円

　都市計画街路事業（川東京大線・宇治棋島線・下居大久保線）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３億7,086万円

　公園整備事業（西宇治公園・北山児童公園整備，木幡池風致公園

　設計）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２億4,334万円

　都市下水路築造事業（西宇治・東宇治）　　　　　｜億4,759万円

　交通安全施設整備事業　　　　　　　　　　　　　　　2,790万円

まちづくり

○市営住宅五ヶ庄野添団地建て替え事業　　　　　　３億6,779万円

　公共下水道事業特別会計繰出金　　　　　　　　　　８億704万円

防　　災

　防火水槽新設事業　　　　　　　　　　　　　　　　　|,230万円

　消防活動機器購入事業　　　　　　　　　　　　　　　|,005万円

環　　境

　古紙回収事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　520万円

　不燃物収集委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　7,700万円

　清掃運搬車購入事業　　　　　　　　　　　　　　　　|,962万円

▲市議会３月定例会（市長のBO年度施政方針演説）

(ii位-F-f

会　計　名 昭和GO年度
当初予算額

昭和59年度
当初予算額

仲率

一　般　会　計 26,594,571 27,608,402 △3.7

特別会計

交通災害共済事業

国民健康保険事業

公共下水道事業

住宅新築資金等貸付
事　　　　　　　業

老人保健事業

都市計画事業用地
先行取得事業

簡易水道事業

火災共済事業

農業共済事業

水　道　事　業

　　44,427

4,826,325

3,733,967

　　73,779

5,720,222

　　21,787

　　14,531

　　10,668

　　31,376

3,157,157

　　45,717

4,244,747

2,515,726

　　68,663

5,239,986

　　23,604

　152,825

　　10,447

　　34,262

2,575,235

△2.8

　13.7

　48.4

　　7.5

　　9.2

△7.7

△90.5

　　2.1

△8.4

　22.6

特別会計　合計 17,634,239 14,911,212 18.3

総　　　　　計 44,228,810 42,519,614 4.0

(△印は減)

消防費(3.3％)
8億7,;bs万円

　城南衛生管理組合分担金

　そ族昆虫（トビヶラなど）対策経費

暮らし

　自転車等駐車場管理運営経費

　交通指導員配置事業

　勤労者住宅融資制度預託金

ia億5,980万円

　　　482万円

　　|,165万円

　　　945万円

｜億4,000万円

健康で生きがいのあるまちづくり

社会福祉

　民生委員に要する経費

　暮らしの資金貸付事業委託料

　宇治市奨学資金貸付事業

　宇治市心身障害(児)者共同作業所運営補助金

　在宅障害者デイ・サービス事業委託料

　福祉タクシー利用料扶助費

○シルバー人材センター設立準備費

　敬老会事業

　ひとり暮らし老人乳酸菌飲料配布事業

　在宅寝たきり老人対策

　心身障害児母子通園事業委託料

　民間保育所運営補助金

Ｏ｢ボラントピア｣計画事業補助金

　生活保護費(扶助費)

　　1,867万円

　　　304万円

　　　293万円

　　｜,491万円

　　　321万円

　　　540万円

　　　145万円

　　4,808万円

　　　157万円

　　　184万円

　　3,602万円

｜fS6,035万円

　　　200万円

18億7,200万円

保　　健

　斎場運営経費

　伝染病患者収容委託事業負担金

　予防接種に要する経費

　保健指導に要する経費

　老人保健法事業に要する経費

　保健医療センター運営経費

J

.t

明日に向かう教育の充実と

ふるさと文化の創造

教　　育

　私立幼稚園就園助成費補助金

　青少年対策に要する経費

　小・中学校就学援助費

小・中学校、幼稚園施設環境整･

　広野中学校用地取得事業（宇治･

　費）

　住宅都市整備公団立て替え施行

北横島小学校・広野中学校校舎

市民文化

　文化センター管理運営委託料

　埋蔵文化財発掘調査費

下
水
道
事
業
に
3
7
億
円

特別会計

国
保
事
業

水
道
事
業

公
共
下
水
道
事
業

一
般
会
計
・
主
な

施
策
と
予
算
額
（

○
印
は
新
規
事
業

） 安
全
で
快
適
な
ま

ち
づ
く
り

健
康
で
生
き
が
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く

り 明
日
に
向
か
う
教

育
の
充
実
と

　
ふ
る
さ
と
文
化

の
創
造

昭
和
6
0
年
度
当

初
予
算
規
模

一般会計・主な施策と予算額（○印は新規事業）

安全で快適なまちづくり

昭和60年度当初予算規模
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３月16・17日、善法隣保館で

　
下
水
処
理
場
や
下
水
管
の
工

事
が
順
次
完
成
し
、
地
域
ご
と

に
下
水
の
使
用
が
可
能
に
な
っ

て
ぐ
る
と
、
市
は
公
共
下
水
道

の
供
用
開
始
日
や
地
域
名
な
ど

夕
公
示
。
ま
た
、
市
政
だ
よ
り

や
ビ
ラ
な
ど
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
供
用
が
開
始
さ
れ
る
地
域
で

は
、
公
共
下
水
道
や
家
庭
の
排

水
設
備
が
安
全
で
十
分
に
機
能

で
き
る
ぶ
フ
、
地
域
の
関
係
者

や
皆
さ
ん
に
次
の
こ
と
を
守
っ

　
善
法
文
化
祭
は
、
三
月
土
八
日

出
と
十
七
ぼ
聞
、
善
法
隣
保
館
を

主
会
場
と
し
て
開
か
れ
ま
す
。

　
こ
の
文
化
祭
は
、
部
落
解
放
の

一
環
と
し
て
、
善
法
地
域
の
文
化

活
動
の
向
上
と
地
域
住
民
の
親
睦

夕
深
め
る
こ
と
名
晶
に
、
毎
年

開
か
れ
て
い
ま
す
。
十
一
回
目
の

今
回
は
、
″
見
る
文
化
祭
か
ら
参
加

す
る
文
化
祭
へ
。
＊
)
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
し
て
、
多
彩
な
内
容
と
な
る
よ

ラ
取
ぴ
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
部
落
問
題
の
解
決
は
、
国
や
地

方
息
保
の
貴
務
で
あ
る
と
と
も

見
る
文
化
祭
か
ら

　
参
加
す
る
文
化
祭
へ

▲文化祭に向けて出品作品を製作する手づく

　り教室の参加者(2月１日、善法隣保館で)

て
い
た
ダ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
〈
排
水
設
備
の
設
置
〉

　
供
用
開
始
以
前
に
は
溝
や
水

路
へ
流
し
て
い
た
台
所
、
風
呂

場
、
作
業
所
な
ど
か
ら
の
汚
水

を
一
日
も
早
く
下
水
へ
流
せ
る

ぶ
つ
、
排
水
設
備
を
設
置
し
な

（
下
水
道

取
ぴ
便
所
は
、
供
用
開
始
後
三

年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
（
下
水
道
法
第
一

一
条
の
三
）
。

〈
し
尿
浄
化
槽
の
廃
止
〉

　
浄
化
槽
で
水
洗
化
さ
れ
て
い

る
便
所
は
、
浄
化
槽
を
廃
止
し

に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
課
題

で
も
あ
り
ま
す
。
部
落
問
題
鷺
字

習
す
る
場
と
し
て
、
善
法
文
化
祭

に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
〈
ご
案
内
〉

　
▼
と
き
・
：
3
1
1
1
:
Ｓ
ｍ
ｇ
'
　
＼
＝
ｍ

囲
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時

～
午
後
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
善
法
隣

保
館
▼
展
示
・
：
善
法
保
育
所
園
児

と
保
護
者
の
作
品
、
手
づ
く
り
教

室
の
作
品
。
生
花
、
書
道
、
そ
の
他

趣
味
の
作
品
▼
お
茶
会
・
：
野
だ
て

席
（
1
7
日
）
▼
手
づ
く
り
コ
ー
ナ

ー
・
：
陶
芸
（
1
7
日
）
▼
記
念
講
演

・
・
・
教
育
問
題
を
考
え
る
（
1
6
日
、

午
後
７
時
か
ら
）
▼
模
擬
店
・
：
1
6

日
、
１
７
甘
▼
手
づ
く
り
み
そ
の
試

お
知
ら
せ

お
急
ぎ
く
だ
さ
い

　
市
・
府
民
税
の
申
告

　
市
・
府
民
税
の
里
覇
限
は
三

月
十
五
日
で
す
。
ま
だ
の
人
は
、

お
急
が
ぐ
だ
さ
い
。
吊
民
税
課
）

　
軟
式
テ
ニ
ス
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
４
月
６
日
出
～
５
月

水
道
法
第
一
〇
条
）
。

　
〈
除
害
施
設
の
設
置
〉

　
工
場
や
事
業
所
な
温
石
の

廃
水
に
は
、
下
水
管
を
傷
め
た

り
下
水
処
理
機
能
か
低
下
さ
せ

る
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
、
除
害
施
設
を
設

置
し
て
こ
れ
ら
を
取
口
除
い
て

公
示
後
は
便
所
の

　
水
洗
化
を
速
や
か
に

法
第
一
〇
一
条
）
。

　
〈
水
洗
便
所
の
新
設
・
改
造
〉

　
家
屋
か
薪
築
ま
た
は
増
・
改

築
す
る
握
Ｒ
便
所
は
下
水
に

直
結
し
た
水
迭
便
所
で
な
け
れ

ば
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
（
建
築
基

準
法
第
三
一
条
）
。

　
ま
た
、
現
在
使
用
中
の
く
み

て
汚
冰
を
直
接
下
水
へ
流
せ
ば
、

内
部
は
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
簡
易
水
迭
便
器

は
便
用
で
孝
ま
せ
ん
。
浄
化
槽

か
そ
の
ま
ま
に
し
て
使
用
す
る

場
合
で
も
、
浄
化
槽
か
ら
の
排

水
は
下
水
へ
放
流
す
る
ぷ
コ
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
下

放
流
す
る
ぷ
コ
、
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
（
下
水
道
法
第
一

二
条
）
。

　
〈
排
水
設
備
の
工
事
〉

　
水
洗
便
所
や
し
尿
浄
化
槽
な

ど
の
排
水
設
備
工
事
は
、
市
が

指
定
し
た
排
水
設
備
工
事
公
認

業
者
で
な
け
れ
ば
ｖ
m
t
笹
ん

所
得
税
法
改
正

　
白
色
申
告
者
に
も

　
記
帳
制
度
が
適
用

　
　
〈
記
帳
制
度
〉
・
：
五
十
九
年
度

の
所
得
税
法
の
改
正
で
、
事
業
所

得
、
不
動
産
所
得
、
山
林
所
得
の

あ
る
人
（
青
色
申
告
者
を
除
ぐ
）
の

内
、
五
十
八
年
分
ま
た
は
五
十
九

年
分
確
定
申
告
の
事
業
所
得
等
の

食
と
販
売
（
1
6
日
、
1
7
日
）
。

　
（
善
法
文
化
祭
実
行
畳

法
隣
保
館
、
社
会
教
育
課
）

３
日
四
の
毎
週
土
・
日
曜
日
と
祝

日
の
1
0
日
間
、
午
後
２
時
～
５
時

▼
と
こ
ろ
・
：
黄
槃
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
▼
対
象
・
・
市
内
在
住
の
小
学

校
５
年
生
以
上
▼
定
員
・
：
5
0
人

（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
・
・
三
千
円
▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
・
・
広
野

町
中
島
1
3
、
的
場
一
さ
ん
（
酋
⑩

1
2
8
6
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

―
ｌ
ａ
ｌ
ｌ
ｌ
ａ
ｌ
ｌ
自
自
―
―
―
―
―
―
―
―
－
1
1
1
1
1

　
・
下
水
道
事
業
の
推
進

　
　
で
快
適
な
暮
ら
し
を

　
示
治
市
公
共
下
水
道
条
例
第

七
条
）
。

　
工
事
に
関
す
る
市
へ
の
手
続

き
な
芦
ほ
、
公
認
業
者
が
代
行

し
ま
す
。

　
　
　
　
◇

　
下
水
道
の
建
設
に
は
、
多
額

の
費
用
を
要
し
ま
す
。
下
水
道

施
設
を
有
効
に
利
用
し
、
清
潔

で
快
適
な
生
活
環
境
を
一
日
も

早
ぐ
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力

が
必
要
で
す
。
（
下
水
道
課
）

60年から

金
額
４
冊
額
が
三
百
万
円
夕
超
え

る
人
に
は
、
六
十
年
か
ら
記
帳
を

義
珂
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、

そ
の
業
務
に
つ
い
て
の
取
引
の
内
、

総
収
入
金
額
と
必
要
経
費
に
関
し

て
簡
易
な
記
帳
聚
行
い
、
そ
の
帳

　
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

　
ご
希
望
の
人
は
、
当
日
直
接
会

場
へ
お
越
Ｌ
ｙ
、
だ
さ
い
。

　
〈
卓
球
・
体
力
測
定
〉

　
▼
と
き
…
３
月
Ｗ
局
一
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
南
宇
治

中
学
校
体
育
館
。

　
〈
軽
ス
ポ
ー
ツ
〉

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
2
0
日
困
。
午
後

７
時
半
～
９
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小

倉
小
学
校
体
育
館
。

　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
広
野
中
学
校

　
夜
間
運
動
場

　
六
十
年
度
の
団
体
登
録
と
四
月

分
の
使
用
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
▼
使
用
期
間
・
・
・
４
月
１
日
～
1
1

月
3
0
E
、
時
間
は
午
後
６
時
半
１

９
時
半
▼
使
用
で
き
今
人
…
原
則

と
し
て
市
内
に
在
住
、
ま
た
通
勤
・

通
学
し
、
2
0
歳
以
上
の
責
任
者

か
有
す
る
1
0
人
以
上
の
団
体
で
、

学
校
開
放
運
営
委
員
会
に
登
録
し

て
い
る
こ
と
（
中
学
生
以
下
の
団

体
は
不
可
）
▼
使
用
方
法
…
毎
月

1
0
日
～
1
6
日
ま
で
に
翌
月
の
使
用

申
請
侃
４
月
分
は
、
３
月
1
6
日

ま
で
受
け
付
け
▼
使
用
料
・
・
・
3
0
分

に
つ
き
千
円
▼
登
録
方
法
・
：
学
校

亨
待
け
の
所
定
の
様
式
で
３
月

1
6
日
ま
で
に
。
４
月
分
の
使
用
申

請
も
同
時
に
受
け
付
け
▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
す
・
・
広
野
町
尖
山

３
、
広
野
中
学
校
（
豊
⑩
３
８
６

６
）
へ
。

（
市
民
体
育
課
）

交
通
指
導
員
の
募
集

▼
対
象
・
：
毎
朝
（
登
校
時
の
１

簿
か
モ
年
間
保
存
レ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　
〈
帳
簿
書
類
の
保
存
〉
・
・
・
記
帳

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
以
外

で
も
、
事
業
所
得
等
（
青
色
申
告

者
忿
朕
く
）
が
あ
り
、
五
十
八
年

分
ま
た
は
五
十
九
年
分
の
所
得
税

に
つ
い
て
、
①
確
定
里
暑
夕
提

出
し
て
い
る
②
決
定
夕
受
け
て
い

る
③
総
収
入
金
額
報
告
書
か
提
出

し
て
い
る
Ｉ
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
は
、
帳
簿
や
書
類
を
整
理

し
て
五
年
間
保
存
す
る
こ
と
と
さ

　
医
療
相
談

　
胎
病
や
小
児
心
臓
病
の
疾
患

者
ま
た
は
疑
い
の
あ
る
人
、
そ
の

家
族
を
対
象
に
、
専
門
医
師
が
相

談
・
指
導
を
行
い
ま
で
。

　
▼
日
程
・
・
・
（
…
）
膠
原
病
相
談
＝
３

月
2
5
日
側
（
…
）
小
児
心
臓
病
の
治
療

と
日
常
牛
活
管
理
ａ
３
月
2
6
日
㈹
、

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４

時
半
▼
申
し
込
み
…
３
月
1
8
日
側

ま
で
に
里
凛
健
所
（
ｓ
⑤
2
1

9
1
）
へ
。
　
（
保
健
予
防
課
）

　
季
節
料
理
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
習
苗
、
午
後

１
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
労
働

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
内
容
…
子
″
に
石

向
き
パ
ー
テ
″
Ｉ
料
理
▼
講
師
・
・
・

料
理
研
究
家
・
・
・
星
野
美
智
子
さ
ん

▼
定
員
・
：
3
6
人
（
先
着
順
）
▼
材
料

費
・
・
・
千
五
百
円
▼
申
し
込
み
…
材

料
費
千
五
百
円
寂
哭
で
宇
治
労

働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
へ
直
接
。
電
話

や
は
が
き
な
ど
で
の
申
し
込
み
は

不
可
。
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
宇
治
福
祉
園
（
療
育
）

　
入
園
児
の
募
集

　
宇
治
福
祉
園
で
は
、
心
身
障
害

児
の
母
子
通
園
に
よ
る
療
育
か
将

っ
て
い
ま
す
。
六
十
年
度
第
一
ク

ー
ル
の
入
園
申
し
込
み
は
、
三
月

れ
ま
し
た
。

　
　
〈
市
・
府
民
税
の
場
合
〉
・
・
・
事

業
所
得
等
の
あ
る
人
で
、
所
得
税

が
非
課
税
と
な
る
た
め
に
確
定
申

告
の
必
要
が
な
い
人
も
、
市
・
府

民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　
市
・
府
民
税
で
は
、
所
得
税
の

よ
ラ
な
記
帳
義
務
や
帳
簿
書
類
の

堡
猛
霧
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
適

正
な
里
＾
M
:
'
ｆ
＾
た
め
に
、
簡
易

な
帳
簿
を
作
成
し
、
領
収
書
な
ど

を
保
存
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
吊
民
税
課
）

　
宇
治
市
少
年
少
女
合
唱
団

　
定
期
演
奏
会

　
▼
と
き
・
：
３
月
2
1
日
脚
、
午
後

１
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
▼
曲
目
・
・
・
浜
辺
の
歌
、
ス

タ
ー
バ
ル
ー
マ
ー
テ
ル
、
美
し
ぐ
青

き
ド
ナ
ウ
な
ぺ
（
社
会
教
育
課
）

　
親
子
ク
ラ
フ
ト
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
2
6
日
脚
、
午
後

１
時
半
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡

公
民
館
▼
内
容
・
：
ぶ
鏡
の
ブ
ロ

ー
チ
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
、
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
を
制
作
▼
対
象
…
市
内
在
住

の
親
子
（
子
μ
石
は
小
学
校
４
年

生
以
上
）
▼
定
員
・
・
・
親
子
2
0
組
の

5
0
人
（
先
着
順
）
▼
材
料
費
Ｌ
人

１
個
で
八
百
円
～
千
円
▼
申
し
込

み
…
Ｈ
日
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接

来
館
で
木
幡
公
民
館
（
豊
⑩
8
2

9
0
）
へ
。
、
　
（
木
幡
公
民
館
）

　
子
ど
も

　
菓
子
づ
く
り
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
・
３
月
習
苗
、
午
前

1
0
時
半
～
午
後
Ｌ
時
▼
と
こ
ろ
…

木
幡
公
民
館
▼
内
容
…
チ
ョ
コ
レ

’
‐
・
ト
サ
ン
デ
ー
、
チ
ー
ズ
ス
コ
ー

ン
づ
く
り
▼
指
導
・
・
・
パ
ン
教
室
講

師
、
荒
木
悠
美
子
さ
ん
▼
対
象
…

市
内
在
住
の
小
学
校
５
年
生
ト
中

学
生
▼
定
員
・
：
2
4
人
（
先
着
順
）
▼

材
料
費
・
：
三
百
円
▼
持
参
品
・
：
筆

記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん

▼
申
し
込
み
…
‥
Ｈ
日
か
ら
木
幡
公

民
館
へ
材
料
費
か
添
え
、
直
接
来

鴛

（
木
幡
公
民
館
）

゛住民記録システム、

　　３月４日から稼働

　　行政Ｏ･Ａ化推進の一環

　
住
善
男
検
索
や
作
成
な
ど

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
行
う

「
住
民
記
録
シ
ス
テ
ム
」
が
、
三

月
四
日
か
ら
宇
治
市
役
所
で
稼

働
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
行
政

事
務
Ｏ
Ａ
化
推
進
の
一
環
と
し

て
五
十
九
年
五
月
か
ら
開
発
作

業
に
取
り
組
ん
で
来
た
も
の
で
、

計
算
セ
ン
タ
ー
（
京
都
市
内
）

の
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
、

市
民
課
な
ど
に
設
置
さ
れ
た
端

末
機
と
を
通
信
回
線
（
オ
ン
ー

ラ
イ
ン
）
で
結
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
従
来
、
市

民
課
で
管
理
し
て
い
た
住
民
基

本
台
帳
の
デ
ー
タ
か
薪
た
に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
力
。
市
民

課
に
設
置
さ
れ
た
端
末
機
で
は
、

デ
ー
タ
の
検
索
や
住
昏
否
作

成
・
修
正
な
ど
が
、
随
時
可
能

に
な
り
ま
す
。
常
に
最
新
情
報

か
ａ
一
り
込
め
る
と
と
も
に
、
付

属
の
プ
リ
ン
タ
ー
か
ら
は
住
民

票
を
作
成
・
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
、
窓
口
事
務
が
一
層
充
実

さ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
こ
れ
を
機
会
に

　
「
宇
治
市
電
子
計
算
組
織
に
係

る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

規
則
」
等
を
設
さ
し
、
個
人
情

報
の
的
確
な
保
護
管
理
を
図
っ

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

犬
は
正
し
く

　
　
飼
い
ま
し
よ
う

　
最
近
、
野
犬
や
放
し
飼
い
の

飼
い
犬
に
対
す
る
苦
情
が
多
発
。

野
犬
は
も
ち
ろ
ん
、
飼
い
犬
の

放
し
飼
い
は
咬
傷
事
故
差
引
き

起
こ
し
た
り
、
環
境
汚
染
（
ふ

ん
・
抜
け
毛
・
に
お
い
・
鳴
き

声
な
ど
）
の
原
因
に
な
り
、
み

ん
な
の
迷
惑
で
す
。

　
明
る
い
町
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
飼
い
主
の
責
任
と
自
覚
が

大
切
で
す
。
市
で
は
宇
治
保
健

訂
正

所
と
協
力
し
て
、
不
定
期
に
野

犬
の
捕
獲
舎
竹
っ
て
い
ま
す
。

飼
い
犬
の
係
留
に
は
ご
注
意
欠

　
〈
犬
の
飼
い
方
〉

　
▽
必
ず
つ
な
ぐ
か
、
檻
の
中

に
入
れ
る
▽
散
歩
中
な
ど
の
ふ

ん
の
始
末
は
、
飼
い
主
が
責
任

か
痔
つ
▽
不
用
犬
は
宇
治
保
健

所
へ
▽
年
一
回
の
登
録
と
、
狂

犬
病
の
予
防
注
射
は
お
忘
れ
な

く
。
　
　
　
（
環
境
保
全
課
）

哲
也
会
長
で
す
。

　
ま
た
、
函
保
被
保
険
者
証

出
張
切
昨
替
え
の
日
程
戸
の

中
で
、
三
月
二
十
二
日
廊
の
開

公
民
分
館
の
対
象
地
区
に
開
町

地
区
が
漏
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
訂
正
し
、
お
わ
び
し

ま
す
。

　
　
（
保
険
年
金
課
・
広
報
課
）

428

お
知
ら
せ

善法分変祭を開催
暮らしと下水道

供用開始

公示後の義務
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